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PICK UP　「土木学会の動き」から注目の活動を取り上げました

は
じ
め
に

　
論
文
集
は
学
術
団
体
に
と
っ
て
生
命
で
す
。特
に
知

識
社
会
に
お
い
て
、情
報
の
吸
引
・
発
信
能
力
は
学
術
団

体
の
国
際
競
争
力
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

土
木
工
学
に
対
し
て
社
会
が
要
求
す
る
内
容
が
多
岐

に
わ
た
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
の
状
況
を
鑑
み
、土
木
学

会
論
文
集
も
、対
象
と
す
る
学
問
・
技
術
領
域
を
再
構

築
し
、情
報
化
を
推
進
す
る
こ
と
で
、論
文
の
国
際
的
・

対
外
的
な
競
争
力
を
高
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。加
え

て
、論
文
集
の
細
分
化
・
組
織
化
を
推
進
し
、分
野
間
で

の
効
果
的
な
連
携
、協
力
を
推
進
で
き
る
体
制
を
整
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
、論
文
集
改
革
の
基

本
方
針
と
実
施
手
順
に
関
す
る
2
0
0
8（
平
成
20
）

年
3
月
の
理
事
会
決
定
に
基
づ
き
、土
木
学
会
論
文
集

編
集
委
員
会
で
は
、2
0
0
8（
平
成
20
）年
度
よ
り
、

各
種
調
査
研
究
委
員
会
の
委
員
会
論
文
集
な
ど
も
含

め
た
土
木
学
会
論
文
集
編
集
体
制
の
改
革
、な
ら
び
に

論
文
集
の
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
化
に
向
け
た
諸
検
討
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。こ
の
た
び
、土
木
学
会
論
文
集
の
再

編
方
針（
分
冊
化
方
針
）が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、学

会
員
の
皆
様
に
も
ご
紹
介
す
る
次
第
で
す
。

論
文
集
再
編
に
至
る
経
緯

土
木
学
会
論
文
集
の
歴
史

　
土
木
学
会
論
文
集
は
、土
木
学
会
誌
の
臨
時
増
刊
号

と
し
て
1
9
4
4（
昭
和
19
）年
に
第
1
号
が
発
行
さ

れ
て
以
来
、土
木
工
学
に
関
す
る
理
論
、実
験
、設
計
、

計
画
な
ど
の
研
究
論
文
、創
意
の
あ
る
工
事
の
実
施
、調

査
報
告
な
ど
を
掲
載
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
1
9
8
4

（
昭
和
59
）年
に
は
、当
時
の
学
問
体
系
に
応
じ
て
単
一

論
文
集
体
制
か
ら
第
1
～
第
6
部
門
の
分
冊
制
へ
の
改

組
が
な
さ
れ
、第
7
部
門
論
文
集
の
新
設（
1
9
9
6

（
平
成
8
）年
）を
経
て
、現
在
は
A
～
G
の
7
部
門
体

制
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

細
分
化
・
統
合
化
の
必
要
性

　
し
か
し
、現
状
の
土
木
学
会
論
文
集
の
基
本
的
な
部

門
割
り
は
、1
9
5
6（
昭
和
31
）年
の
4
部
門（
会
）

制
の
発
足
後
、1
9
6
8（
昭
和
43
）年
に
5
部
門
制
へ

変
更
さ
れ
て
以
来
約
41
年
が
経
過
し
て
お
り
、そ
の
間

の
土
木
工
学
分
野
に
お
け
る
学
術
・
技
術
の
急
速
な
展

開
や
多
様
化
に
柔
軟
に
対
応
し
き
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。こ
れ
は
、ア
メ
リ
カ
土
木
学
会（
A
S
C
E
）の
30
部

門
、イ
ギ
リ
ス
土
木
学
会（
I
C
E
）の
16
部
門
と
い
う

論
文
集
タ
イ
ト
ル
数
と
大
き
く
異
な
り
ま
す
。す
な
わ

ち
、現
行
の
土
木
学
会
論
文
集
は
、新
分
野
、あ
る
い
は
、

横
断
的
・
学
際
的
な
学
問
・
技
術
領
域
に
お
け
る
学
術

お
よ
び
技
術
の
発
展
を
十
分
に
は
吸
収
・
反
映
で
き
て

お
ら
ず
、土
木
学
会
論
文
集
を
参
照
す
る
だ
け
で
は
当

学
会
の
す
べ
て
の
研
究
分
野
の
成
果
を
知
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
、学
会
内
の
各
調
査
研
究
委
員
会
で
は
、い
く
つ

2
0
1
1
年
よ
り
土
木
学
会
論
文
集
が

大
き
く
変
わ
り
ま
す
！

土
木
学
会
論
文
集
編
集
委
員
会

土
木
学
会
論
文
集
の
編
集
な
ら
び
に
そ
れ
に
関
連
す
る
業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
委
員
会
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か
の
委
員
会
論
文
集
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
集
が
刊
行

さ
れ
て
き
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
論
文
集
は
、各
委
員
会
が

独
自
に
査
読
シ
ス
テ
ム
、刊
行
頻
度
、体
裁
な
ど
を
定
め

て
い
ま
す
が
、土
木
学
会
の
名
の
下
に
出
版
さ
れ
る
論

文
集
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、非
会
員
や
異
分
野
の

会
員
に
と
っ
て
は
参
照
し
づ
ら
か
っ
た
り
、土
木
学
会
論

文
集
と
の
関
係
が
明
確
で
な
く
、そ
れ
ゆ
え
に
、土
木
工

学
以
外
の
分
野
と
の
論
文
の
評
価
に
お
い
て
不
利
な
要

因
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
必
要
性

　
ま
た
、研
究
論
文
の
検
索
、参
照
、相
互
引
用
な
ど
は

す
べ
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
行
う
こ
と
が
現
在

で
は
普
通
に
な
っ
て
い
ま
す
。す
な
わ
ち
、学
術
論
文
の

引
用
回
数
を
高
め
る
た
め
の
条
件
の
一
つ
と
し
て
、論

文
集
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ル
化
は
必
須
で
す
。こ
の

よ
う
な
背
景
を
受
け
、現
行
の
土
木
学
会
論
文
集
も

J-Stage

（（
独
）科
学
技
術
振
興
機
構［
J
S
T
］の
科

学
技
術
情
報
発
信
・
流
通
総
合
シ
ス
テ
ム
）に
よ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
形
態
に
す
で
に
移
行
し
て
い
ま
す

が
、学
会
の
そ
の
他
の
論
文
集
の
電
子
化
に
関
し
て
も

さ
ら
に
積
極
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

論
文
集
再
編
の
概
要

　
2
0
1
1（
平
成
23
）年
1
月
か
ら
の
土
木
学
会
論

文
集
再
編
プ
ロ
セ
ス
を
図
1
に
示
し
ま
す
。

第
一
段
階
：
論
文
集
分
冊
名
称
の
再
編

•�

2
0
1
1
年
1
月
よ
り
、現
行
の
土
木
学
会
論
文
集

と
基
準
を
満
た
す
各
種
委
員
会
論
文
集
を
合
わ
せ

て
再
編
し
た
、計
19
タ
イ
ト
ル
の
新
た
な
土
木
学
会

論
文
集︵
表
1
︶へ
と
移
行
し
ま
す
。

•�

現
行
論
文
集
の
編
集
体
制
に
よ
る﹁
通
常
号
﹂に
加

え
、﹁
特
集
号
﹂が
新
た
に
設
置
さ
れ
ま
す
。今
回
の

再
編
で
は
、こ
れ
ま
で
の
土
木
学
会
論
文
集
と
委
員

会
論
文
集
の
統
合
が
行
わ
れ
ま
す
が
、そ
も
そ
も
両

者
は
歩
ん
で
き
た
歴
史
が
異
な
り
、求
め
ら
れ
る
役

割
も
違
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
に
配
慮
し
、﹁
通
常
号
﹂と

﹁
特
集
号
﹂と
い
う
区
分
け
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た︵
表
2
︶。

•�

論
文
投
稿
者
・
購
読
者
に
と
っ
て
は
、投
稿
区
分
が
広

が
り
、論
文
集
の
分
冊
が
細
分
化
さ
れ
る
と
い
う
変図1　今後の土木学会論文集再編のプロセス

• �現行の土木学会論文集（A～ Gの計7タイトル）は、2010
（平成22）年12月まで継続
• �2011（平成23）年1月より、新たな土木学会論文集（A1 ～
Hの計19タイトル）へ移行
• ��「通常号」、「特集号」という区分

論文集
分冊名称の
再編

• �すべての通常号に加え、特集号も可能なものから、2011（平
成23）年1月よりJ-Stageのオンラインジャーナルとして発行
• �特集号も、それぞれ準備が整い次第J-Stageへ随時移行
• �最終的には全タイトルをJ-Stage上で閲覧することが可能に

分冊名称の
再編

J-Stage
による
オンライン
ジャーナル化

• �無料投稿審査システムの利用によるプロセスの自動化およ
び経費削減の実現

オンライン
ジャーナル化

図1

JSTの
投稿審査
システムの
適用
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PICK UP　「土木学会の動き」から注目の活動を取り上げました

現行の部門割りと内容 2011年1月以降の部門割りと内容（［通］：通常号の名称、［特］：特集号の名称）

（A）�応用力学、構造工学、設計論、鋼構造、
構造、地震工学、耐震構造、風工学、維
持管理工学など

［通］�土木学会論文集A1（構造・地震工学）�
└［特］地震工学論文集

構造工学、鋼構造、複合構造、風工学、維持管理工学、地震
動／地盤、耐震、地震防災、地震工学一般（地震被害調査
など）

［通］�土木学会論文集A2（応用力学）�
└［特］応用力学論文集

固体力学、流体力学、離散体力学、非線形力学、計算力学、
数理工学、物理数学

（B）�水理学、環境水理学、水文学、河川工
学、水資源工学、海岸工学、港湾工学、
海洋工学など

［通］�土木学会論文集B1（水工学）�
└［特］水工学論文集

水・物質循環、河川水理、流砂・地形変動、水害・氾濫、水防
災、河川構造物、河川計画と管理、河川・流域の環境、閉鎖
性水域の物理・環境

［通］�土木学会論文集B2（海岸工学）�
└［特］海岸工学論文集

波と流れ、漂砂と海岸過程、海岸構造物・施設、沿岸域の
生態系と環境、地球環境問題、沿岸域のアメニティー・人
間工学、沿岸・海洋開発、計画・管理、災害報告、計測・モニ
タリング・実験手法と情報処理技術

［通］�土木学会論文集B3（海洋開発）�
└［特］海洋開発論文集

海洋における政策・事業・総合的管理、海洋施設の計画・
設計・施工・維持管理、海洋の調査・技術開発、海洋環境の
保全・再生、海洋の利用、海洋における防災

（C）�土質力学、基礎工学、岩盤工学、土木
地質、地盤環境工学など（主な論点が
地盤工学に関するもの）

［通］�土木学会論文集C（地圏工学）�
└［特］岩盤力学特集号

土質力学、地盤工学、基礎工学、岩盤工学、地質工学、地盤
環境工学

（D）�土木計画、地域都市計画、国土計画、
交通計画、交通工学、鉄道工学、景観・
デザイン、土木史、測量・リモートセ
ンシング・空間情報、交通現象分析、
心理・行動分析など

［通］土木学会論文集D1（景観・デザイン）
［特］なし

公共施設・公共空間の設計・デザイン、景観の計画・マネ
ジメント、景観調査・分析・評価、景観まちづくり、事例調
査・報告、景観論・思想・批評

［通］土木学会論文集D2（土木史）
［特］なし

人物史、技術史、 社会・経済史、制度史、教育史、設計論、計
画論、土木遺産、修復・復元、保存技術

［通］�土木学会論文集D3（土木計画学）�
└［特］特集号

土木計画、社会資本マネジメント、公共政策マネジメン
ト、交通現象分析、土地利用分析、国土・地域・都市計画、
交通施設計画、交通運用管理、環境・防災計画、景観・デザ
イン、空間情報

（E）�土木材料、舗装工学、コンクリート工
学・コンクリート構造など

［通］�土木学会論文集E1（舗装工学）�
└［特］特集号

舗装に関する計画、材料、力学、設計、施工、評価、維持修
繕、マネジメント、リサイクル、環境保全

［通］�土木学会論文集E2（材料・コンクリート
構造）

［特］なし

コンクリート、鋼材、高分子材料、新材料、コンクリート
構造、複合構造、維持管理

（F）�建設事業計画、設計技術、積算・契約・
労務・調達、施工技術、環境影響対応
技術、維持・補修・保全技術、建設マネ
ジメントなど（主な論点が建設工事
に関するもの）

［通］�土木学会論文集F1（トンネル工学）�
└［特］特集号

トンネル、山岳、シールド、開削、推進、沈埋、地下構造物、
岩盤、地盤、大空洞

［通］土木学会論文集F2（地下空間研究）
［特］なし

地下空間利用、ユニバーサルデザイン、地下防災、地下浸
水、地下火災、維持・再生、アセットマネジメント、バリア
フリー、普及、人間心理

［通］土木学会論文集F3（土木情報学）
［特］なし

設計・施工支援システム、空間情報、画像処理、数値解析・
シミュレーション、知的情報処理、データモデル・データ
ベース、情報通信技術、情報化施工、情報理論、情報流通・
マネジメントなど

［通］�土木学会論文集F4（建設マネジメント）�
└［特］特集号

インフラ整備・開発、プロジェクトマネジメント、マネジ
メントシステム、調達問題、公共政策、建設市場、建設産
業および建設企業、人材問題

［通］土木学会論文集F5（土木技術者実践）
［特］なし

総合工学･技術融合、経済･社会的合意形成、社会とのコ
ミュニケーション、国際貢献、未来技術･将来構想、人材
育成･土木技術者の役割と姿･工学者倫理、ベストプラク
ティス研究（最適実践研究）

［通］�土木学会論文集F6（安全問題）�
└［特］特集号

建設安全問題、労働安全、安全教育、安全情報、安全シス
テム、防災教育、地域防災、危機管理、BCP（事業継続計
画）

（G）�環境計画・管理、環境システム、環境
保全、用排水システム、廃棄物、大気
汚染、水環境、土壌環境、環境生態な
ど

［通］�土木学会論文集G（環境）�
├［特］環境工学研究論文集�
├［特］環境システム研究論文集�
└［特］地球環境研究論文集

環境工学、環境システム、地球環境

─
［通］土木学会論文集H（教育論文集）
［特］なし

技術者教育、教育実践、教育企画、人材育成、生涯教育、
継続教育、男女参画教育、産業界教育、倫理教育、学校教
育、組織内教育

注）内容は現時点での暫定版です。

表1　再編後の土木学会論文集のタイトル構成
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「土木学会の動き」から注目の活動を取り上げました　PICK UP

化
が
起
こ
り
ま
す
。ま
た
、当
学
会
の
主
要
な
研
究
成

果
は
す
べ
て
土
木
学
会
論
文
集
に
集
約
さ
れ
、こ
れ
を

検
索
・
参
照
す
れ
ば
、わ
が
国
の
土
木
工
学
の
全
分
野

の
研
究
成
果
を
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

•�
新
た
な
編
集
体
制
は
2
0
1
0（
平
成
22
）年
6
月
に

発
足
し
、こ
れ
以
降
に
論
文
を
投
稿
さ
れ
る
方
は
、

新
た
な
19
タ
イ
ト
ル
の
な
か
か
ら
投
稿
す
る
論
文
集

を
選
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。ま
た
、2
0
1
0（
平
成

22
）年
6
月
以
前
に
投
稿
さ
れ
た
論
文
も
、出
版
が

2
0
1
1（
平
成
23
）年
1
月
以
降
に
な
っ
た
場
合
に

は
、再
編
後
の
新
論
文
集
の
な
か
で
適
切
な
タ
イ
ト
ル

へ
と
割
り
振
ら
れ
ま
す
。ま
た
、関
連
組
織
は
表
3
の

よ
う
に
改
変
さ
れ
ま
す
。

第
二
段
階
：�J-S

tage

に
よ
る	
	

オ
ン
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ル
化

•�

す
べ
て
の
通
常
号
に
加
え
、特
集
号
に
つ
い
て
も
、可

能
な
も
の
か
ら
2
0
1
1（
平
成
23
）年
1
月
よ
り

J-Stage

で
オ
ン
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ル
と
し
て
発
行
し
、

学
会
員
は
こ
れ
ま
で
と
同
額（
年
間
4
0
0
0
円
）の

購
読
費
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。最
終
的
に
は
全
タ
イ
ト
ル
をJ-Stage

上
で
閲
覧

可
能
に
す
る
こ
と
で
統
一
化
を
図
る
予
定
で
す
。

•�J-Stage

に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
で
、（
a
）国
内
外
の

電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
サ
イ
ト
な
ど
か
ら
の
リ
ン
ク
で
自

分
の
論
文
が
広
く
読
ま
れ
、引
用
さ
れ
る
可
能
性
が

高
ま
る
、（
b
） 

引
用
文
献
リ
ン
ク
機
能
に
よ
り
、論

文
が
引
用
し
て
い
る
文
献
を
オ
ン
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ー
ナ

ル
上
で
直
接
参
照
で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ

ま
す
。

第
三
段
階
：�

J
S
T
投
稿
審
査
シ
ス
テ
ム
の
適
用

•�

J
S
T
の
オ
ン
ラ
イ
ン
の
無
料
投
稿
審
査
シ
ス
テ
ム
へ

の
適
応
を
進
め
る
こ
と
で
、将
来
的
に
投
稿
審
査
プ

ロ
セ
ス
の
自
動
化
な
ら
び
に
経
費
削
減
を
進
め
る
予

定
で
す（
時
期
未
定
）。

　
2
0
1
1（
平
成
23
）年
か
ら
の
土
木
学
会
論
文
集

再
編
は
、現
在
の
拡
大
す
る
土
木
工
学
分
野
の
要
請
に

十
分
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。ま
た
、

一
連
の
論
文
集
を
統
一
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、当
学
会

の
学
術
成
果
を
他
分
野
に
対
し
て
よ
り
力
強
く
示
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
新
し
く
な
る
土
木
学
会
論
文
集
を
、ど
う
ぞ
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

通常号 特集号

投稿受付

通常の定期学術雑誌の形態をとる
（年間を通じて常時投稿を受け付け、
投稿を受けて査読・校正作業を行い、
掲載可能となり次第直近の号に掲載
する）

あらかじめ決められた掲載予定日に向
けて投稿締切日を設定し、査読・校正
スケジュールに沿って作業を進め、掲
載予定日に掲載する編集形態を取る

年間の号数

タイトルによって異なる 講演会を伴う論文集の形態をとるた
め、講演会の頻度に合わせた号数とな
る予定

投稿・編集・出版の形態

現行の土木学会論文集の形態を引き
継ぐ

これまでの経緯に基づいて各分野で
独自に定められる

投稿料・購読料

現在と同額で統一的に設定される予
定

号ごとに個別の設定がなされる予定

編集委員会

年間を通して活動 スケジュールに沿って期間限定で活動

表2　通常号と特集号の違い

土木学会論文集編集委員会

• �出版部門から調査研究部門へ移管
• �論文集の刊行にかかわる事項（通常号の査読方法・出版形式、分野
間調整、新たな分野創設など）のみに責任をもつ

各調査研究委員会

• �土木学会論文集編集委員会の定める査読方法・出版形式に従って、
和文論文集の査読・編集を行う
• �特集号を設けている委員会は、その投稿・編集手順や出版形態をそれ
ぞれ独自に定めることができる

表3　組織体制の改変
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